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1-1.小倉城周辺の施設などの概要  

 

■小倉城                                      

小倉城は、関ヶ原合戦の功労で小倉に入国した細川忠興によって、1602 年（慶長 7 年）から

本格的に築城が開始されました。この天守閣は「唐造
からづく

りの天守」と呼ばれ、四階と五階の間にひ

さしがなく、五階が四階よりも大きくなる特徴をもつ全国唯一の珍しい城でした。 

しかし、当時の天守閣は天保８年（1837 年）に城内か

ら発火した火災によって全焼し、消失してしまいました。

現在の天守閣は、昭和 34 年（1959 年）に市民の熱意に

よって再建されたものです。 

天守閣内には、城下町・小倉の歴史や文化などの資料展

示コーナー、江戸時代の体験コーナー、城下町を紹介する

映像展示コーナーなどがあり、最上階は展望所として小倉

の街を見渡すことができます。 

 

■供用開始：昭和 34 年 

■平成 25 年度入場者数：12.0 万人 

（うち海外からの入場者数：1.3 万人） 

※平成 26 年 4 月 1 日～12 月 13 日は耐震補強工事のため休館 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小倉城の入場者数の推移を見てみると、近年では、年間

12 万人の入場のうち、1 割以上が外国人観光客となって

います。その数は、年々増加傾向にあり、本市のインバウ

ンド戦略において最も重要な施設の一つとなっています。 

また、周辺から天守閣の写真撮影を行う観光客も多く見

受けられ、小倉城の周辺には、入場者以外にも多くの来訪

があると考えられます。 

小倉城のお堀 

城のすぐ東を流れる紫川、西を流れる板櫃川、南を流れる寒竹川（現在

の神嶽川）を天然の堀とし、寒竹川から北に向かって現在の砂津川を掘っ

て東側の外堀としました。これにより、北には海を臨み、周囲 8 キロメー

トルにも及ぶ堀によって囲まれた総構えと呼ばれる城下町が完成しました。 

寒竹川流域の三本松付近と板櫃川流域の平松地蔵橋付近の二カ所に水門

を設け、いざという時に水門を閉じれば川の水が溢れて一面泥海となり、

城攻めの敵軍は動きが取れなくなる設計となっていました。

小倉城入場者数の推移 

からくり人形による「島原の乱」出陣前夜の再現 

※H23 年度の外国人の減少は東日本大震災の影響が考えられます。

※H27 年度の集計は H27 年４月 1 日～H28 年 1 月 20 日まで。

唐造りの天守閣 

城内展示を眺める外国人団体客 

小倉藩士屋敷絵図
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■小倉城庭園                                    

小倉城庭園は、小倉城の城主、小笠原氏の別邸であった下屋敷跡を復元した大名の庭園と、江

戸時代の武家の書院を再現した体験型の文化施設です。 

「思いやりの心」と「もてなしの心」を大切にする日本の伝統的な文化の一つである「小笠原

流礼法」の歴史などを紹介し、礼法を中心にした伝統的な生活文化を後世に伝えていくことを目

的とした日本で唯一のユニークな施設です。 

伝統文化に関する企画展などの開催ができる展示室や、マナーに関するライブラリー、研修室

などを備えています。 

 

館内では、小笠原流礼法をはじめとして、茶道、華道、香道

などの文化講座や、歴史講演会、伝統文化に関するイベント等

を開催しています。また、伝統文化の継承を目的として子ども

たちを対象とした伝統文化教室なども開催しています。 

 

庭園は、江戸時代を代表する庭園様式の一つである「池
ち

泉
せん

回遊式
かいゆうしき

」庭園で池を巡りさまざまな景観が楽しめます。また池

面が周囲よりかなり低い、「のぞき池」となっているのも特徴

です。庭は「浮見の庭」とも呼ばれ、池に張り出す「懸
かけ

造
づく

り」

の広縁から池全体を見渡すことができます。 

 

■供用開始：平成 10 年 

■平成 26 年度入場者数：5.6 万人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小笠原流礼法 

「小笠原家」と言えば、礼法の家として広く知られていますが、

本来は弓馬の武術の家であり、礼法は家伝の弓馬術の基本動作を

まとめて武家社会の作法としたものです。 

小笠原流は、源頼朝公の糾 方
きゅうほう

（弓馬術礼法）師範となった小笠

原長清によって創始され、流鏑馬
や ぶ さ め

、奉
ぶ

射
しゃ

など故実を基に新しい武

家儀式の策定を行いました。 

 小笠原流は長く将軍家のみの御留流
おとめりゅう

として、小笠原家のみが継承

していたため、巷間に流布することはありませんでした。 

子ども伝統文化教室 

新春茶会 日本庭園より懸造りの広縁を望む 

小笠原流の弓儀式 

三三九手挟式（さんさんくてばさみしき）
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■中央図書館                                    

 

中央図書館は、資料の貸し出しや保存、レファレンスサー

ビスを提供するとともに、市立図書館の中核施設として、市

内の地区図書館、分館を統括する役目を担っています。 

子どもの読書活動を推進するための「読み聞かせボランテ

ィア」や、学校での読書活動推進のリーダーとなることを目

指した「子ども司書」などを養成しています。図書館の館内

案内や、配架等を行う「図書館ボランティア」は、図書館業

務の一部を担っています。 

 

■供用開始：昭和 50 年 4 月 

■平成 26 年度来館者数：約 35.3 万人  
■蔵書数：約 48 万冊（平成 27 年 4 月 1 日現在） 

 

中央図書館は、平成 27年 4月に開館 40周年を迎えました。 

建築家・磯崎新氏の設計によるヴォールト（アーチ状の屋根）

を持つ 2 本のチューブを這わせたようなダイナミックに折れ曲

がる斬新な形状の建築は、1970 年代の代表作とされています。 

この美しく個性的な図書館は、映画「図書館戦争」のロケ地

としても使用されました。 

 

 

 

 

■文学館                                      

 

文学館は、北九州市と文学との深いかかわりに焦点を当てた施設として、中央図書館横に平成

18 年に創設されました 

館内では、明治以降における北九州の文芸の歩みや、北九州市にゆかりのある文学者等、北九

州が持つ豊かな文芸世界を、常設展示や企画展など文芸資料の展示により紹介しています。 

また、作家などによる講演会や講座などを開催するなど、文芸団体、同人誌グループ、文芸ボ

ランティアなどの情報交換、交流の場として活用されています。 

その他、施設の役割として、市にゆかりのある文学者の文学資料等の収集や、調査研究、保管

も担っています。 

 

■供用開始：平成 18 年 11 月 

■平成 26 年度入場者数：2.6 万人 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館内部から。連続した美しいアーチ

北九州にゆかりのある文学者の紹介パネル 館内展示室 
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